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―ヴァー ジニア ・ウル フへ の文体 論 的 アプ ロー チ―
山口 美知代
 本 稿 の 目的 は、総 称 代 名 詞oneの 使 い方 に 焦 点 を あ て て、 Virginia
Woolfの 小 説の文 体 を論 じる こ とであ る。
 0.E. D.に`Any one of everybody;any one whatever;including (and
in iater Ianguage often specially meaning)the speaker himself'と 定義
され る この代 名 詞oneを 多用 す るのは、一般 にWoolfの 「上流階 級」的 言
語の例 だ とみ な され て い る。')本 稿 では、oneが 「上 流階級 」とい うあ る社
会的側 面 を特 徴づ け る効果 以外 に、文体 論上 では どの よ うな効果 を もつ の
か を調べ る。文体 論上 の効 果 のなか で も、と くに 自由間接話 法の 中でのone
の使 い方 がWoolfの 文体 に大 きな特 徴 を与 えて い るこ とを指摘 す る こ と
が、 本稿 の 目的 で あ る。
分析 の対 象 としてMrs-Da/lozvay(1925)をと りあげ る。
文体 論的分 析 の基 本 的枠組 み を本稿 は、Leech&Short(1981)に負 っ
てい る。以 下 その枠 組 み を説明 したあ と、本論 に移 る。
Leech&Short(1981)は思考 の描 出モー ドに関 して次 の よ うな枠組 み
を提 示 した。
(1) 
   Does she still love me? (Free Direct Thought: FDT) 
   He wondered, "Does she still love me?" (Direct Thought: 
  DT) 
   Did she still love him? (Free Indirect Thought: FDT)
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He wondered if she still loved him. (Indirect Thought: IT) 
He wondered about her love for him. (Narrative Report of 
a Thought Act: NRTA)
(Leech & Short 1981: 337)
 これらはその 「間接性 ・直接性」に従 って一直線上 に並 んでいると考 え
られる。
 (1b)
NRTA IT FIT DT FDT
(Leech & Short 1981: 344)
 ま た 発 話 の 描 出 に 関 し て も 、 統 語 的 に は 思 考 の 描 出 モ ー ド と 同 じ 変 化 を
す る 五 種 類 の 同 様 の モ ー ドが 示 さ れ て い る 。 つ ま り、Free Direct Speech
(FDS),Direct Speech(DS),Free Indirect Speech(FIS),Indirect Speech
(IS),Narrative Report of a Speech Act(NRSA)であ る 。
 Leech&Short(1981)は思考(thought)と 発 話(speech)を 区別 した
が、本稿 では あえて その二つ を区別せ ず に 「話 法 」 として両 者 に言及す る。
とい うの も、思 考 と発 話の 区別 は意 味論 的 には重要 で あるが、統語 論的 に
は両者 は 同 じ変 化 をす るの で、 同様 に扱 え るか らで あ る。
 意味論的に考 えると思考 は次の二点で発話 と異なる。第一に、現実世界
では発話などを通 して(あ るいは手紙など書かれたもの とい う手段 を通 し
て)間 接的に しか他の人に伝達 されない、 とい う点。そ して第二に、その
伝達の過程で初めて心内にあるものが文章化 される、 という点である。だ
か ら、思考の描出はITが 標準モー ドであ り、発話の描 出はDSが 標準モー
ドとなるのだ。(Leech&Short 1981:337、345)こ の思考、発話描出の意
味論的な区別は、例えば小説の文体 を登場 人物 と語 り手の関係か ら論 じる
際などに有効である。 しか し、本稿では思考 と発話の意味論的な相違点 よ
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りも、両 者 の統 語 的 な類似 点 を重 視す る。 つ ま り(自 由)間 接話 法 では思
考 も(IT, FIT)発 話(IS, FIS)も 同 じように時制 の一致 や 人称 代名詞 の
変化 を うけ るとい う点 を重 視 して、 思考 と発話 を一 緒 に論 じる。 したが っ
て、DTとDSは 共 に 「直接 話法 」 として、 ITとISは 「間接 話法」、 FDT
とFDSが 「自由 直接 話法 」、そ して本稿の 中心 とな る 「自由間接話 法」 は
FITとFISの 両 方 を含む 。







 4 時や場所 を表す表現
を直接話法の ままとどめ る。
 「意識 の 流 れ」 を描 い た二 十世 紀初 め の代 表 的 な小説 家 の一 人 であ る
Virginia Woolf(1882―1941)の 文体 は 多様 な話 法の巧 み な使 用が特徴 的 で
あ る。 と りわけ 自由 間接話 法 に関 しては、Woolfの 小 説は その可能 性 を最
大 限に追 究 して い る。た とえば それ は、自由 間接 話法確立 期 の小 説家Jane
Austen(1775-18/7)の自由間接話 法 とWoolfの 自由間接話 法 と比べ てみ
る と明 らか であ る。2)
 統語論 的 に文 の構 造 とい う点 か らみ る とWoolfの 自由間接 話法 はAus-
tenの 自由間接話 法 と比べ てquestion inversionやright dislocation、
topicalizationな どの 多様 な構文 を、 よ り頻繁 に使 ってい るこ とが 観察 さ
れ る。3)
本稿の主題である総 称代名詞oneの 自由間接話法 中での 自在 な使用 も
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Austenに は見 られ ない もの で あ り、 Wooifの 自由間 接話 法 の特徴 の ひ と
つ として あげ られ る。以下、 そのoneの 使 用 の特徴 、 そ して それが文体 論
的 に持 つ効果 を論 じる。
 Mrs. Dallowayの テ クス トで は総 称代名 詞oneの 使 用 が極 め て多 い。 主
語 としてoneが 用 い られ るのは111例 あ る。
 主語oneの とる述語動詞 を調べ る と、111例 のなか で、「時制 の一 致 の法
則」(tense―shift rule)を 受 けた結 果 として過 去 時制、 あるいは過去 完 了時
制 を とって い る ものが61例 あ る。つ ま り、oneの 半数 以上 は、間接話 法か 自
由間接 話法 のなか で使 われ てい る ことにな る。
それは、例 えば次のような例 である。(下 線引用者)
(3) 
   I can't keep up with them, Peter Walsh thought, as they 
   marched up Whitehall, and sure enough, on they marched, 
   past him, past every one, in their steady way, as if one will 
   worked legs and arms uniformly, and life, with its varieties, 
   its irreticences, had been laid under a pavement of monu-
   ments and wreaths and drugged into a stiff yet staring 
   corpse by discipline. One had to respect it; one might laugh; 
   but one had to respect it, he thought. (57-8) 
(4) 
   After India of course one fell in love with every woman one 
   met. (79) 
(5) 
   She came into a room; she stood, as he had often seen her, in 
   a doorway with lots of people round her. But it was Clarissa 
   one remembered. (85)
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(6) 
   Didn't that give her a very odd idea of English husbands? 
   Didn't one owe perhaps a duty to one's wife? Wouldn't it be 
   better to do something instead of lying in bed? (102)
 (3)は 前 文 の 直 接 話 法 に 続 い て 、oneが 自 由 間 接 話 法 中 に 現 れ る 例 で あ
る 。 直 接 話 法 で 表 わ せ ば 、c"― ― one has to respect it;one may Iaugh;but
one has to respect it,"he thought'と な る と こ ろ で あ る が 、 has to, may
が 引 用 動 詞thoughtに 応 じ て 時 制 の 一 致 の 法 則 を 受 け て い る 。(4)(5)も
そ れ ぞ れ"_one falls in love with every woman one meets""But it is
Clarissa one respects"が 自 由 間 接 話 法 の 中 で 時 制 の 一 致 を 受 け た と考 え
ら れ る 例 で あ る 。 ま た(6)は 、question inverslonの 語ll屓 が 残 っ て い る 、
自 由 聞 接 話 法 の 例 で あ る 。
 これ らの例 に あ る 「自由間接話 法 中のone」 はAustenの 自由間接話 法に
は ない現象 であ る。た とえば、Austenの 小 説の 中で も自由問接 話法が と り
わけ頻繁 に現 わ れ るEmnza(!816)を 見 る と、 Woolfと の差異 が明 らか に
な る。
 Emmaで は総称代名詞oneが 主語 として使 われ る例は、41例 あるが、そ
れはすべて直接話法中に現われ、 したがつて動詞に時制の一致の法則の適
用を受けない㌔ 例 えば次の ような例である。
(7) 
    'Very true
,' said Harriet. 'Poor creatures! one can think of 
   nothing else.'  (111)
Woolfに おい てoneが 自由 間接 話法 中で頻繁 に使 われ、 Austenで は 直





 総称代 名詞oneを`personal and indefinite reference'と して、 他の一 、
二 、三 人称代名詞 の システ ムのなか に組 み 入れ よ う とい う目的 で、Waies
(1981)は 現代英語 におけ るoneの 使 用法 を調査 した。University Co11ege,
Londonのthe Survey of English Usageを コー パ ス と し、 その 中か ら選
ん だoneの 用例 を、 oneを 他の 人称代 名詞 で'言い換 え るとした ら何 が もっ
とも近 いか を多数 のnative speakerに 尋 ね て得 た結 果 を もとに、Waiesは
総称 代名 詞oneの 用例 が次の三種 類 に分類 で きる こ とを提唱 す る。
(8) 
    one 1 = 'indefinite' one: includes 'impersonal' as well as true 
 `generic' uses: common in educated speech and writing; 
    one 2 = `generic/egocentric' one: includes speaker; common 
   in educated speech and writing; 
    one 3 = 'advanced egocentric' one: a direct equivalent of I; 
    prevalent among 'upper class' speakers. 
    (Wales 1981: 95)
 総称 代 名詞oneは 、 その指 示 の 「不特 定性 」 と 「特定性 」に 応 じて、っ
ま り 「総 称的指示 」 と、 それ とは逆 方 向の 「話 者へ の一 人称 的 言及」 の度
合 い に応 じて、one 1、one 2、 one 3の 三種 に分 け られ る とい うもの だ。
また、 そ れぞれ のoneが 典 型 的に とるmodalityとtenseは 下 の よ うに ま
とめ られてい る。
(9) 
    one 1: generic, hypothetical, gnomic; present 
    one 2: representative generic, reflective gnomic, habitual,
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reiterative; preset, past 
one 3: cognitive, factive; present, past, futuse. 
(112)
 One 1のgenericとgnomicに対 し て、 one 2のrepresentativeと
generic reflective gnomicは 話 者 の個人 的経 験 に基づ いて い るこ とが文 脈
な どか らあ きらか な場 合 をさす。One 3、 つ ま り一 人称代 名 詞 と同 じ意 味
で使 われ るoneで は、認知 に関 す る動詞 、事 実 を述べ る動詞 が使 われ るこ
とが特徴 的で あ る。
 総 称 代 名 詞oneに 関 す る こ の 分 類 をAustenのEnz〃naとWoolfの
Mrs.1)a〃 溜¢yに 出て きたoneに あてはめてみ ると、一 人称 的 に使 われ る
one 3がEmmaで は41例 の うち10例(24%)な の に対 して、 Mrs. Da//zvay
では111例 の うち63例(57%)と は るかに高 い比率 を占め てい る こ とがわか
る。 と くに 自由 間接 話 法、 間接 話法 では61例 の うち39例(64%)で あ り、
(自 由)直 接話 法 の なか よ りもその割合 が高 い。Woolfの ほ うがoneを 一 人
称 的 に用い る傾 向が強 く、 また特 に、間接話法 、 自由 間接 話法 にお いて そ
うなのであ る。
自由間接話 法 中の、one 3の 例 をさ らにい くつ かあげて お こ う。
(10) 
   A terrible confession it was (he put his hat on  again), but 
   now, at the age of fifty-three, one scarcely needed people 
   any more (88) 
(11) 
   A whole lifetime was too short to bring out, now that one 
   had acquired the power, the full flavour ; (88) 
(12) 
    When one was young, said Peter, one was too much excited
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   to know people. Now that one was old, fifty-two to be 
   precise (Sally was fifty-five, in body, she said, but her heart 
   was like a girl's of  twenty); now that one was mature then, 
    said Peter, one could watch, one could understand, and one 
   did not lose the power of feeling, he said. (212) 
(13) 
   Sinking her voice, drawing Mrs. Dalloway into the shelter of 
   a common femininity, a common pride in illustrious qualities 
   of husbands and their sad tendency to overwork Lady 
   Bradshaw (poor goose—one didn't dislike her) murmured 
   how... (201)
 一 人称 的に用 い られ るone 3の 割合 が高 くな る傾 向 と、 oneの 用 い られ
る範 囲が 直接 話法 中だけ でな く、 間接 話法 、 自由 間接 話法 に まで広が る傾
向が 、AustenとWoolfの テ クス トを比べ た とこ ろでは一致 して い る。この
二 つ の傾 向 の相 関関係 につ い て、 ひ とつ の 仮 説 を提 示 した い。 それ は、
Woolfで は総称代 名詞oneの 総称 性 が低 くな り、 一 人称 的 に な っ た こ と
が、oneが 間接話 法、自由間接話 法 に 自由に現 われ るよ うに な ったひ とつ の
要 因だ、 とい うもの であ る。
 三種類それぞれのoneに 特徴的なtenseと して(9)で あげたように、純
粋に総称的なone lで は、現在時制が基本である。 Lakoff(1970)が 指摘
す るように、意味論的には総称的過去、総称的未来 も可能 であるが、総称
文 に無標の時制は総称的現在時制 である。 この総称的現在 を間接話法、 自
由間接話法のなかで用いると、時制の一致 の法則の適用に関 して問題が生
じる。時制を過去に一致 させればその総称性の効果が弱まり、一致 させ な
ければまわりの過去時制の文 との調和が乱れ る。この、時制の一致 と総称
的現在の問題点が、Austenがone 1を 直接話法のみで使 うのに とどまら
せた一因である、という仮説である。それに対 してWoolfはone 3の 方向
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へ進んでいるので、その総称的効果に重 きをおかずに、間接話法、 自由間
接話法 中でも自由に、時制 の一致の結果の過去、過去完了時制 とoneを 用
いたと考 えるものである。
 最後 に、one 3を 間接 、自由 間接話 法 中で用 い るこ との文体 論上 の効 果 を
Leech&Short(1981)の枠組 へ の位 置づ け、 とい う点か ら考察 す る。
Woolfは もちろん、間接、自由間接話法の中でのoneの 使用を意図的に
実験 していたわけではない。 しか し結果 として彼女の小説は 「間接、 自由
間接話法中のone」 とい う興味深い現象 を作 り出した。これは文体論的観点
か らみた場合以下のような効果 を持つ。
 自由間接話法は(2)で みたように、人称代名詞、動詞の時制を間接話法
に移行 し、語順及び時や場所を表す表現 を直接話法のままとどめ る。
 ところで、one 3は 意味論的には一人称的であっても統語論的には三人
称代名詞であるので、(自 由)直 接話法、(自 由)間 接話法に関わらず常に
oneで あり、 oneを(自 由)間 接話法中で用いる場合 と(自 由)直 接話法で
用いる場合 との差は動詞の時制 だけに なる。 このことは、直接話法に近い
(自由)間 接話法、 とい う文体論上の効果 をもつ。
例 の(13)で 考 えて み よ う。
(13) poor goose‐one didn't dislike her, (201)
これは自由直接話法ならば
(13b) poor goose‐one doesn't dislike her,
 (13)と(13b)の 差 はdidn't‐doesn'tの 動 詞の時制 だけ であ る。一 方、
これがoneを 用 い ず通常 の一 人称代 名 詞Iを 用 い るなら、 自由 間接 話法 、
自由直接話 法 が それ ぞれ
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(13c) poor goose‐she didn't dislike her.
(13d) poor goose‐I don't dislike her.
とな っ て両 者 の違 いはdidn't-don'tと い う動 詞 の 時 制 だ け で は な くて
she‐1の 人称代名 詞 に もあ る。
 Oneを 使 うと直接 モー ドと間接 モー ドの差が、動 詞 の時制 の差 だけ にな
る の で、 よ り 「間接 性 の少 な い」 間 接 モー ドが 得 られ る こ とに な る。
Leech&Short(1981)の枠組 み を使 うな らば、 この 「One 3を 主語 に用
いた 自由間接 話法」 は下 の ように位 置 づ け られ るだ ろ う。
(14)
  NRTA   IT   FIT   DT   FDT
NRSA IS FIS DS FDS
     T
One 3を 主語 に用いた自由間接話法
 One 3に は社会階級によって、また時代によって使用域が限、定 されてい
る、 という制約がつ くが、その留保の なかで考えると、この三人称動詞変
化 をとりつつ一人称的自己言及機能 を もつ代名詞は、 自由間接話法の多様
性 を増やす工夫のひとつであるといえるだろう。
 本稿 ではVirginia WoolfのMrs. L)alloway中 の 自由間接 話法 がoneを
多 く含 む こ とを指摘 し、それ が一 人称代 名 詞 として使 われ るこ とか ら文体
論上 の効果 を もつ こ とを論 じた。この現 象 は例 えばJane Austenの 自由間
接話法 と比べ ると、Woolfに 特徴 的 で あ るこ とが わか る。他 の作 家の 自由
間接話 法 との比較が今 後の課題 とい え る。
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註1)Phillips(1984:76)はヴ ィ ク トリア朝 の言語 と社会 階級 を論 じるなか
で 「不定 代名 詞oneは フラ ンス語 のonが そ うであった よ うには、 英語
の なかで 自然 な もの には な っていか なか った。うわべ はへ り下 った この
代 名詞 は、逆 説 的 に、 あ る種 の 自信過剰 と、 そ して傲慢 さえ暗 示す る」
と言い、上 流階 級の好 む語 だ としてい る。
2)Pascal(1977:59)によ る と 「それ 以前 には基盤 とす るよ うな伝 統 が な
  か っ たの にAustenの 小 説 中 には驚 くほ ど豊 か な 自由 間接 話 法 の使 用
  が見 られ る」
3)Banfield(1982)は これ らのnon―elnbedded structureを 許 す とこ ろが
  が 自由間接 話法 の特徴 だ とい うが、実 際、これ らの構文 が頻 出す るの は
  Austenよ りむ しろ も う少 しあ との 時代 のWoolfら の 自由間 接話 法 で
  あ る。
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